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マ
ル
グ
ス
死
後
七

O
年
を
記
念
す
る
催
L
が
、
今
年
に
な
っ
て
世
界
各

園
で
行
わ
れ
た
c

ま
ず
マ
ル
グ
ス
の
組
問
ド
イ
ツ
(
ド
イ
ツ
民
キ
共
和
国
〕
で
は
、
死
後

七
十
主
主
記
愈
し
て
「
カ
ー
ル
・
マ
作
グ
ス
{
記
念
の
年
」
と
ド
イ
ツ
統
一

祉
曾
鎚
は
宣
言
し
、
各
地
で
記
念
集
留
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
特
に
ぜ
1
グ

大
統
領
は
演
説
を
行
い
、
マ
ル
グ
ス
理
論
の
現
代
的
認
義
を
強
調
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
|

l
ロ
y
ド
シ
に
あ
る
守
ル
グ
ス
の
基
は
世
界
者
図
の
諸
国

瞳
か
ら
お
く
ら
れ
た
花
輪
で
う
ず
め
ら
れ
、
ま
士
ロ
シ
ド
シ
の
E
・
マ
ル

グ
ス
名
檎
闘
書
館
主
催
で
、
イ
ギ
リ
ス
共
産
禁
事
記
長
ハ
リ
1
・
ポ
リ
ッ

ト
氏
の
記
念
講
座
が
、

b
f

一
ン
ト
・
パ
ン
グ
ラ
ス
市
町
建
物
で
行
わ
れ
た
。

フ
ラ
シ
ス
で
は
「
メ

γ
セ
」
誌
主
催
で
ジ
ョ
リ
オ
・
キ
ュ
リ
ー
民
議
長

の
も
と
に
記
念
集
曾
が
開
催
さ
れ
、
主
た
「
-
ハ

γ
セ
し
の
四
九
践
に
は
記

念
論
文
を
措
載
し
て
い
る
。

チ
ェ
コ
・
ス
ロ
ず
ァ
キ
ア
で
は
七

O
年
記
念
事
業
と
し
て
マ
ル
ク
ス
・

エ
ン
ゲ
ル
ス
歪
誌
を
出
版
す
る
こ
と
を
決
定
、
プ
ル
ガ
p
ア
で
は
首
都
ソ

フ
ィ
ア
心
人
民
劇
場
で
記
念
集
曾
が
他
さ
れ
、
ブ
ル
ベ

rア
科
開
申
ア
カ
デ

、
1
合
長
ト
ド
ル
・
バ
ガ
ロ
フ
氏
が
記
念
講
演
を
お
こ
な
っ
た
c

ル
1
マ

-
一
ア
の
政
治
文
隙
出
版
所
で
は
五
七
高
部
に
の
ぼ
る
ル
ー
マ
ニ
ア
需
の
マ

ル
グ
ス
著
作
を
出
版
し
た
。

ソ
同
盟
で
は
、
記
念
行
事
の
こ
と
に
つ
い
て
は
明
か
で
な
い
が
、
一
九

一
七
住
む
十
月
革
命
か
ら
一
九
五
二
年
に
い
た
る
一
一
一
五
年
間
に
マ
ル
グ
ス

文
献
は
一
、
三
一
五
版
、
玉
、
九
六
九
露
五
千
部
出
版
さ
れ
、
そ
の
う
ち

「
共
産
議
宣
言
」
と
「
安
本
論
」
の
出
肢
は
最
本
多
〈
、
前
者
は
王
八
ヶ

国
語
で
三

O
五
版
一
、
一
二
ハ
高
部
、
後
者
は

-
O
ヶ
閑
語
で
一

O
七
版

四
四
回
高
六
千
部
を
か
ぞ
え
て
い
る
の

第
七
十
二
岩

五
O 

第
六
説

マ
ル
グ
ス
研
境
で
は
且
界
的
水
準
を
い
〈
日
本
で
も
今
年
の
奉
か
ら
間
中

界内
γ
大
塵
せ
各
種
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
さ
さ
や
か
な
記
念
競

屯
す
で
に
泣
ベ
た
世
界
各
闘
の
マ
ル
ク
ス
記
念
行
事
を
む
す
ぷ
一
壌
で
島

る
こ
と
を
附
記
し
て
お
き
た
い
。

一
九
二
四
年
(
大
毘
十
二
一
年
二
月
、
わ
が
極
済
論
議
日
ア

F
ム
・
ス
~
ミ

ス
生
誕
二
百
年
を
記
念
し
た
。
と
の
記
念
競
に
な
ら
ぶ
紳
戸
耳
雄
、
河
田

嗣
郎
、
河
上
接
、
回
由
民
錦
治
等
と
い
う
大
先
輩
の
顔
ぶ
れ
か
ら
み
て
も
、

ま
た
総
勢
十
四
名
と
い
ろ
執
筆
陣
界
か
ら
み
亡
も
、
と
の
マ
ル
グ
ス
記
念

競
は
甚
だ
貧
弱
に
み
与
え
る
。
併
L
幸
に
も
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
ア

rム
・
ス

ミ
ス
で
は
な
く
て
、
ヵ
1
1
y

・
マ
ル
グ
ス
を
記
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
と
の
一
一
つ
の
記
念
肢
は
直
接
比
較
寸
る
こ
と
の
出
来
な
い
時

代
の
柑
謹
と
閥
単
界
の
設
畏
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

マ
ル
グ
ス
経
済
摩
は
河
上
先
生
に
よ
っ
て
日
本
の
大
国
悼
の
中
に
も
取
入

れ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
戦
時
中
の
障
聞
の
蹄
陸
に
よ
っ
て
非
常
に
ゆ
が
め
ら

れ
た
け
れ
ど
も
、
・
な
お
生
盛
り
、
成
後
に
は
再
び
生
命
を
と
り
も
ど
し

て
、
経
隣
国
中
の
色
ん
な
専
門
分
野
に
古
で
深
く
浸
透
L
て
行
つ
士
。
と
の

記
念
放
に
護
表
さ
れ
て
い
る
諮
論
文
は
何
れ
も
マ
ル
グ
ス
経
済
阜
の
方
法

論
を
個
々
の
専
門
分
野
の
問
題
に
ま
で
取
入
れ
た
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
記
念
競
は
ス
ミ
ス
の
倒
値
論
、
一
債
指
輪
、
分
間

前
、
貿
易
論
等
h
k

が
や
や
外
面
的
に
論
説
昨
さ
れ
て
い
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

記
念
競
と
異
る
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
経
済
論
議
の
長
い
瞬
間
史
の
中
で
、

さ
さ
や
か
で
一
は
あ
る
が
、
基
礎
の
す
わ
っ
た
マ
ル
グ
ス
の
記
念
碑
が
号
も

建
て
ら
れ
た
と
言
え
上
う
。

一
九
五
一
一
一
年
十
月
ニ
イ
九
日

(
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